
概要書

公募対象公園施設の整備計画

⼀体的・統⼀的な施設計画、適切な施設配置計画

施設整備計画に関する概要

新たなスポーツ・カルチャーを発信する都会的な空間新たなスポーツ・カルチャーを発信する都会的な空間
全国・世界的に脚光を浴びるアーバンスポーツと、憩いや交流を生み出すカフェや

芝生広場が織り成す、多様的かつ都会的な空間を形成します。

レストランカフェ＆スポーツステーション【カフェ棟】と、アーバンスポーツコートは

ボリュームを抑えた計画とし、公園全体の景観に調和するよう配慮するとともに、

事業対象区域においてもゆとり（余白）をもった空間を形成しています。

既存樹⽊等を保存・利活⽤し、憩いの空間を形成既存樹⽊等を保存・利活⽤し、憩いの空間を形成

既存の樹木や藤棚、庭石やベンチ等は最大限保存または移設・再利用し、豊かな花

と緑に囲まれた緑化空間を形成します。豊富な樹木に囲まれた区画の中に、アー

バンスポーツコートや芝生広場を設置することで、近隣や公園利用者に対する騒

音や光害等に配慮しつつ、多様な人々の活気が木漏れ日のように滲み出します。

日常・イベント時両方を想定した⼀体感・周遊性の確保日常・イベント時両方を想定した⼀体感・周遊性の確保

公募対象公園施設であるカフェ棟やアーバンスポーツコート、特定公園施設であ

るステージ・休憩施設やウェルカムガーデンが、プラザや芝生広場を中心として一

体感を生み、周回コースやアプローチにて敷地内外の周遊性を確保します。

イベント時には、プラザや芝生広場を中心に、ステージやアーバンスポーツコート、

周回コース等を一体的に活用し、敷地一体が賑わいの空間として形成されます。

アーバンスポーツコートアーバンスポーツコート

東京オリンピック以降、まちづくりの起爆剤としても全国的に注目され、

刈谷市においても大変ニーズの多いアーバンスポーツを主目的とする施

設を計画します。

床材はアスファルト舗装とし、3×３バスケやスケートボード、BMX等に

も対応します。公式大会時等には必要に応じて観客席を設置します。

南面のみポリエステル製の防球ネットとし、イベント時にはコート南面を

開放します。

カフェレストラン＆スポーツステーション(カフェ棟)カフェレストラン＆スポーツステーション(カフェ棟)

景観との調和を考慮して、清潔感のある白を基調とし、高さを抑えた平

屋建とします。緩い勾配の屋根と木目の深い軒天により、シャープで洗練

された中にも公園内のカフェとして落ち着いた意匠とします。

スポーツステーション機能として、アーバンスポーツコート等の受付機能

に加え、シャワー付更衣室、ホームタウンパートナーグッズや公園利用者

向けの便利用品を販売・レンタルするスポーツショップも併設します。

LGBTQや車椅子、オストメイト対応の「だれでもトイレ」、授乳室やおむつ

替え台を常設したベビーステーションを計画し、公園利用者にも無料開

放します。

外観

内観
だれでもトイレスポーツ情報発信

特定公園施設の整備計画
ステージ・休憩施設ステージ・休憩施設

ステージ利用の際の騒音や光害に配慮し、ステージ正面を住宅街と反対

側の北西側に向けます。

ステージ高さを40cmとすることで、日常的には屋根付きのベンチとし

てご利用いただける設えとし、園内の休養施設の充実を図ります。

週末を中心に、ダンスや音楽等の発表会、パブリックビューイング等を通

年開催し、公園の賑わいづくりに寄与します。

園路・花壇・休憩施設等園路・花壇・休憩施設等

園路は北側区画内を1周できる周回コースとして、日常的な散歩や次世

代モビリティ「セグウェイ」の体験会等に活用します。カフェ棟とアーバン

スポーツコートの結節点としてプラザを整備し、公園利用者の交流を促

し、イベント時にはマルシェやPR展示等が行える空間とします。

北側区画の南西入口周辺に、ウェルカムガーデン及び花壇を整備し、四

季折々の花々で公園利用者を迎えます。色鮮やかな草花と常緑の地被

類を織り交ぜながら、彩りのあるエントランスを形成します。

ウェルカムサインウェルカムサイン

ウェルカムガーデンの南西端部に、第１駐車場利用者等のアイキャッチと

なる大型ウェルカムサインを設置します。

コンセプトロゴ（切り文字）を配したシンプルかつ清潔感のあるデザイン

とし、色褪せず飽きの来ないアイデンティティサインとします。

北側区画の北東部には、公園利用者向けの自立案内看板を設置します。

敷地内マップや施設情報・イベント情報等を掲示します。


